
(1) 舞台照明家協会ニュース 昭和 41年 1月 1日

本
協
会
が
発
足
し
て
も
う
十
年
に
な
り
ま
す
。
早
い

も
の
で
す
。

協
会
設
立
の
目
的
は
、
舞
台
照
明
に
従
事
す
る
人
達
の

地
位
の
確
保
（
こ
れ
は
当
然
収
入
に
関
連
し
ま
す
。
）

事
業
場
に
於
け
る
同
業
者
間
の
意
志
の
疎
通
を
主
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
想
い
出
す
の
は
大
正
年
間
に
田
中
良

さ
ん
の
主
唱
に
よ
っ
て
出
来
た
舞
台
美
術
会
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
若
い
舞
台
装
醤
家
が
劇
場
で
仕
事
が
出
来

る
よ
う
に
、
関
係
者
間
の
意
志
の
疎
通
と
各
自
の
仕
事

の
向
上
勉
強
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
は

田
中
さ
ん
を
は
じ
め
、
佐
原
包
吉
、
繁
岡
翌
一
、
吉
田

謙
吉
、
伊
藤
縣
朔
、
土
方
与
志
、
長
谷
川
音
太
郎
、
金

井
由
太
郎
、
小
生
其
他
の
人
々
で
あ
り
ま
し
た
。

回

顧

と

こ
の
会
の
も
た
ら
し
た
効
果
は
、
ま
さ
に
舞
台
美
術
の

向
上
と
同
時
に
フ
リ
ー
の
人
達
の
仕
事
を
し
や
す
く
す

る
気
運
を
つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

舞
台
照
明
の
草
創
期
に
於
て
は
、
何
よ
り
も
第
一
に

劇
場
の
設
備
が
、
今
の
人
達
が
考
え
も
及
ば
な
い
よ
う

な
貧
弱
な
も
の
で
あ
り
、
又
劇
場
外
の
人
が
そ
の
仕
事

に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
は
思
い
も
及
ば
ぬ
こ
と
で
し
た
。

前
号
の
前
田
さ
ん
の
上
条
氏
追
悼
記
の
中
に
も
一
寸
ふ

れ
て
居
ら
れ
る
よ
う
に
フ
リ
ー
の
人
達
が
仕
事
を
す
る

こ
と
に
は
種
々
の
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
居
り
ま
し

た。
そ
の
時
代
か
ら
見
れ
ば
、
現
在
の
人
達
は
仕
事
が
非

常
に
や
り
易
く
な
っ
て
居
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
幸
な
こ

と
で
す
。

遠

希

望

山

静

雄

＇ 
； 

1, 

： 
ヘ

ヘ

私
共
の
仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た
頃
は
、
て
ん
で
報
酬

な
ど
は
あ
て
に
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
所
聞
手
べ
ん
当

で
仕
事
に
熱
中
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
時
勢
の
せ
い

で
決
し
て
妥
当
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
現
在
と
も
か
く
も

生
活
の
か
て
と
し
て
の
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
協
会
の
果
し
た
大
き
な
成
采
だ
と
思
っ
て
届

り
ま
す
。

然
し
、
こ
こ
で
私
が
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
、
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
精
神
に
徹
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
能
力
を

十
分
に
養
っ
て
い
た
だ
き
度
い
こ
と
で
す
—
ー
＇
専
問
家

と
し
て
。
そ
れ
に
は
先
ず
第
一
に
電
気
工
学
の
一
般
を

マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
さ
き
に
照
明
芸

術
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
協
会
も
そ
れ
ら
に
つ

い
て
、
事
業
計
画
の
上
に
種
々
立
案
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
会
員
各
自
が
積
極
的
に
そ
の
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
成
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

年
の
改
ま
る
と
共
に
皆
さ
ん
の
奮
起
を
う
な
が
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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京部

第
四
回
日
本
照
明
家
協
議
会
々
議

一
、
日
時
十
二
月
四
日
午
後
＝
一
時

一

、

場

所

大

阪

宝

塚

松

竹

荘

一
、
出
席
者

＾ 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

岡
田
猪
之
助
、
奥
田
春
一
、
上
地
一
夫
、
熊
沢

章
、
山
城
宏
之

拓
植
貞
輝

小
川
昇
、
前
田
二
郎
、
和
田
光
弘

中東

議

題
一
、
協
議
会
々
計
報
告

報
告
に
も
と
ず
き
こ
れ
を
審
議
、
承
認
し
た
。

一
、
設
備
基
準
委
員
会
に
関
す
る
件

記
号
統
一
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
が
表
題
の
外
に
あ
る
の

で
、
委
員
も
兼
任
が
多
く
、
協
会
と
し
て
も
力
不
足
の
こ
と

も
考
え
て
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
、
記
号
統
一
問
題
を
先

に
解
決
し
た
後
に
採
用
す
る
と
説
明
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一
、
舞
台
・
テ
レ
ピ
照
明
器
具
名
称
記
号
統
一
の
件

東
京
よ
り
の
最
終
案
を
審
議
し
た
結
果
、
三
箇
所
の
修
成
要

求
が
出
た
の
で
こ
れ
も
う
一
度
地
区
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
、
舞
台
・
テ
レ
ヒ
照
明
家
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
作
成
の
件

経
過
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
別
記
要
項
を
説
明
、
今
後
の
具

体
的
活
動
を
協
議
し
た
結
果
、
各
地
区
で
一
層
項
目
に
つ
い

て
の
意
見
を
出
す
こ
と
に
決
め
た
。

一
、
会
員
証
発
行
に
関
す
る
件

関
西
で
は
す
で
に
発
行
し
た
の
で
形
式
は
各
地
区
で
決
め
て

発
行
の
趣
旨
を
統
一
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

一
、
臨
時
人
件
費
に
関
す
る
件

三
地
区
統
一
は
せ
ず
、
各
地
区
で
決
め
て
、
結
果
的
に
同
額

に
な
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
協
議
会
に
て
統
一
は
し
な
い

こ
と
に
了
承
し
た
。

十
二
月
九
日
午
前
十
時

中
央
区
銀
座
東
区
民
館

前
田
、
斉
藤
、
小
川
、
篠
木
、
秋
山
、
梶
田
、

高
野
、
和
田
、
布
川
、
相
馬
、
大
野
、
高
橋
、

土
村
、
大
庭
、
岩
崎
、
阿
部
（
順
不
同
）

十
時
一
二
十
分
会
長
、
議
長
に
て
開
会

議

題理
事
会
提
案
事
項
を
協
議
し
た
い
旨
の
拶
挨
が
あ
り
、

一
、
協
議
会
報
告

会
計
お
よ
ぴ
各
項
目
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

＿
、
会
員
証
明
書
発
行
に
関
す
る
件

協
議
会
で
は
発
行
す
る
趣
旨
は
統
一
す
る
が
、
様
式
は
各
地

区
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
、
当
協
会
で
は
実

質
的
な
会
員
証
を
発
行
す
る
意
示
に
華
づ
き
協
議
し
た
が
、

入
会
年
月
日
、
験
歴
、
所
属
等
に
問
題
が
あ
り
、
常
任
理
事

会
と
し
て
は
、
会
員
証
は
発
行
す
る
こ
と
に
決
め
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
理
事
会
に
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
日
時

一
、
場
所

一
、
出
席
者

第
十
回
常
任
理
事
会

fヽ

一
、
会
報
に
関
す
る
件

二
月
大
阪
、
六
月
東
京
と
発
刊
を
決
め
、
こ
れ
を
極
力
推
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
協
議
会
名
称
変
更
の
件

協
議
会
と
し
て
は
こ
と
さ
ら
名
称
を
変
更
す
る
意
示
の
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

一
、
各
地
区
協
会
の
会
費

原
則
と
し
て
統
一
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
、
現
在
関
西
が
百

円
、
中
部
が
百
二
十
円
、
東
京
が
七
十
円
と
ま
ち
ま
ち
な
の

で
、
百
円
の
線
が
打
出
さ
れ
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

こ。t
 

一
、
記
号
統
一
に
関
す
る
件

協
議
会
に
て
関
西
よ
り
ス
タ
ン
ド
、
ベ
ー
ス
の
記
号
新
設
、
ビ

ー
ム
の
開
き
、
サ
ス
ス
ポ
ッ
ト
の
フ
レ
ン
ネ
ル
・
レ
ン
ズ
の
記

号
、
光
源
部
に
沃
素
屯
球
の
追
加
の
修
成
案
が
提
出
さ
れ
た

と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
討
議
す
る
こ
と
に
な
り
ベ
ー
ス

の
記
号
は
新
設
せ
ず
適
要
欄
に
記
入
す
る
こ
と
に
し
ビ
ー
ム

角
度
も
適
要
欄
に
示
し
、
フ
レ
ン
ネ
ル
・
レ
ン
ズ
は
種
々
討

議
さ
れ
た
が
大
阪
、
中
部
案
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
沃
素
電

球
は
追
加
す
る
こ
と
に
な
り
そ
の
記
号
は
、
委
員
長
よ
り
照

明
学
会
決
定
事
項
の
記
号
を
採
用
す
る
旨
発
言
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
。
大
阪
、
中
部
に
対
し
て
こ
れ
ら
を
報
告
す
る
こ

と
に
な
り
、
修
成
さ
れ
た
も
の
を
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

＿
、
名
称
変
更
に
関
す
る
件

協
会
の
テ
レ
ビ
部
門
を
充
実
す
る
為
に
も
名
称
変
更
す
る
こ

と
は
時
期
的
に
も
き
て
居
り
、
こ
れ
を
理
事
会
に
提
出
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
名
称
は
理
事
会
に
は
か
る
。

一
、
協
会
費
改
正
に
関
す
る
件

協
議
会
と
し
て
統
一
が
望
ま
れ
て
居
り
又
、
現
在
の
状
態
で

は
、
協
会
の
活
動
に
も
支
障
を
き
た
す
の
で
こ
の
際
改
正
し

て
も
ら
い
た
い
と
事
務
局
よ
り
提
案
が
あ
り
、
物
価
値
上
り

の
処
、
会
費
値
上
は
止
む
得
な
い
が
、
具
体
的
な
数
字
を
示

す
様
、
事
務
局
に
申
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
事
務
局
よ
り

概
略
的
な
説
明
が
あ
り
こ
れ
を
了
承
、
改
正
は
認
め
る
が
、

金
額
は
理
事
会
に
て
こ
れ
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、
な
ほ
詳

し
い
デ
ー
タ
ー
を
出
す
よ
う
申
入
れ
た
。

一
、
総
会
に
関
す
る
件

二
月
二
十
二
日
二
十
一
時
よ
り
始
め
る
こ
と
に
了
承
。
こ
れ

を
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
、
日
時

一

、

場

所

一
、
出
席
者

一
、
遠
山
静
雄
氏
名
与
会
員
に
推
薦
に
関
す
る
件

理
事
長
よ
り
現
在
、
専
ら
研
究
に
日
々
を
つ
い
や
さ
れ
て
る

状
態
な
の
で
規
定
に
よ
り
推
薦
し
た
き
旨
の
発
言
が
あ
り
こ

れ
を
全
員
に
て
賛
成
、
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た

一
、
国
立
劇
場
の
舞
台
照
明
機
構
に
関
す
る
件

協
議
会
席
上
で
関
西
、
中
部
よ
り
表
題
に
関
し
て
地
元
東
京

で
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
報
告
又
は
進
行
状
態

を
知
つ
て
居
る
か
の
発
言
が
あ
り
、
当
協
会
と
し
て
は
現
在

聾
桟
敷
に
置
か
れ
て
皆
無
で
あ
る
と
発
言
し
た
処
、
地
元
の

協
会
と
し
て
は
不
勉
強
で
は
な
い
か
と
批
判
さ
れ
た
と
報
告

が
あ
り
、
こ
の
点
、
委
員
の
意
見
を
求
め
る
と
提
出
さ
れ
た

が
、
こ
の
期
に
な
っ
て
意
見
上
申
な
ど
色
々
と
弊
害
が
起
き

る
の
で
な
い
か
、
ま
た
時
期
遅
疎
論
を
出
さ
れ
た
が
、
結
局
照

明
担
当
者
に
色
々
と
事
情
を
聴
く
こ
と
に
了
承
、
理
事
会
に

も
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
十
二
時
三
十
五
分
閉
会
）

第
四
回
理
事
会

十
二
月
九
日
午
後
一
時

中
央
区
銀
座
東
区
民
館

小
島
、
相
馬
、
岩
崎
、
田
村
、
比
企
、
土
村
、

布
川
、
塚
原
、
石
山
、
吉
田
、
大
和
田
（
委
）
、
原

小
川
、
山
本
、
斉
藤
、
前
田
、
滝
尾
（
委
）
、
梶
、
高
橋
、

大
野
、
立
木
、
梶
田
、
有
馬
、
阿
部
、
和
田
、
計
二

十
五
名
、
委
任
十
八
名
、
合
計
四
十
＿
―
-
名
、
過

半
数
以
上
な
の
で
理
事
会
成
立
。
（
順
不
同
）

一
時
二
十
五
分
、
会
長
、
議
長
に
て
開
会
。

議

題
一
、
協
議
会
報
告

＿
‘
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
関
す
る
件

ヘ

議
長
よ
り
協
議
会
の
経
過
報
告
と
編
集
方
針
が
述
べ
ら
れ
た

が
こ
れ
に
対
し
、
過
度
期
に
は
し
り
す
ぎ
て
向
学
心
の
弊
害

に
な
ら
な
い
様
、
充
分
注
意
す
る
様
と
発
言
が
あ
り
、
こ
れ

を
了
承
、
次
い
て
別
記
要
項
に
わ
た
り
説
明
、
こ
れ
を
ブ
ロ

ッ
ク
に
て
討
議
さ
れ
意
見
を
ど
し
ど
し
出
す
よ
う
に
要
望
し

こ
。t
 

一
、
会
員
証
明
書
発
行
に
関
す
る
件

協
議
会
、
常
任
理
事
会
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対

し
、
入
会
年
月
日
の
記
入
は
問
題
な
い
が
、
現
在
の
地
位
経

験
等
の
記
入
は
、
例
へ
ぱ
所
属
長
が
証
明
す
る
に
し
て
も
、
表

記
の
協
会
の
証
明
が
あ
る
以
上
、
常
識
で
協
会
が
発
行
記
載

し
た
こ
と
に
な
り
、
又
フ
リ
ー
の
立
場
に
あ
る
も
の
は
徴
妙

な
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
等
の
討
論
が
あ
り
、
こ
の
問
題
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
検
討
し
て
一
月
の
理
事
会
に
継
続
審
議
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

一
、
協
会
名
称
変
更
に
関
す
る
件

協
議
会
、
常
任
理
事
会
の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
検

討
「
舞
台
・
テ
レ
ビ
照
明
家
協
会
」
と
決
め
、
総
会
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
協
会
費
改
正
に
関
す
る
件

提
案
理
由
を
事
務
局
よ
り
説
明
、
議
長
よ
り
協
会
の
運
営
は

会
費
で
運
営
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
協
力
方
の
発
言
が
あ
り

現
在
の
五
十
円
会
費
で
計
算
す
る
と
支
出
総
計
五
十
六
万
に

対
し
て
収
入
会
員
数
三
百
五
十
名
に
て
算
出
。
賛
助
会
員
三

十
八
口
合
計
二
八
万
八
千
四
百
円
で
マ
イ
ナ
ス
ニ
十
七
万
＿

千
六
百
円
で
、
百
円
会
費
（
協
議
会
費
二
十
円
合
む
）
だ
と
四

十
七
万
二
千
八
百
円
で
、
マ
イ
ナ
ス
八
万
七
千
二
百
円
、
で
百

二
十
円
会
費
（
協
議
会
費
二
十
円
を
含
む
）
だ
と
五
十
七
万
六

千
八
百
円
で
プ
ラ
ス
＿
万
六
千
八
百
円
と
な
り
、
こ
れ
は
滞

納
が
な
い
計
算
で
あ
り
、
支
出
も
協
会
ニ
ュ
ー
ス
（
印
刷
・
郵

ヘ
送
編
集
雑
費
等
）
月
額
二
万
五
千
円
年
額
三
十
万
円
、
事
務
局

費
月
額
五
千
円
年
額
六
万
円
、
総
会
費
五
万
円
、
企
画
（
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
発
行
準
備
費
、
其
の
他
）
十
万
円
、
交
際
費

（
冠
婚
非
祭
費
等
）
三
万
円
合
計
五
十
六
万
円
で
ニ
ュ
ー
ス
、

事
務
局
労
費
ほ
零
と
す
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
理
事
会
と
し
て
ほ
了
承
す
る
が
協
会
員

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
決
め
ず
、
一
月
の
理

事
会
迄
に
プ
ロ
ッ
ク
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

こ
れ
を
了
承
、
又
こ
れ
に
対
し
理
事
が
協
会
員
に
対
し
説
得

す
る
よ
う
に
協
力
方
の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一
、
名
与
会
員
に
推
薦
に
関
す
る
件

遠
山
静
雄
、
近
藤
一
郎
氏
に
対
し
、
理
事
長
、
布
川
常
任
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
推
鷹
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
全
員
に
て

承
認
、
一
月
よ
り
取
扱
う
よ
う
事
務
局
に
申
入
れ
た
。

一
、
新
入
会
員
に
関
す
る
件

落
合
武
文
産
経
ホ
ー
ル
所
属
紹
介
者
高
野
正
全
員
、
西
林
正

美
国
際
劇
場
所
属
紹
介
者
山
本
正
会
員
い
ず
れ
も
事
務
局
よ

り
経
歴
書
に
も
と
ず
き
説
明
こ
れ
を
審
査
の
結
果
承
認
十
二

月
よ
り
入
会
と
す
る
。
又
前
会
よ
り
の
新
入
会
員
氏
名
の
紹

介
が
あ
り
こ
れ
を
了
承
、
現
在
員
一
＝
百
五
十
五
名
。

＿
、
第
十
一
回
総
会
に
関
す
る
件

二
月
二
十
二
日
二
十
一
時
よ
り
の
事
務
局
案
が
提
案
さ
れ
こ

れ
を
了
承
、
総
会
準
備
理
事
会
と
し
て
一
月
十
三
日
午
後
一

i
'

」

＇

’

'

,

＇

,

＇

・

・

五
回
理
事
会
開
催
通
知

時
四
十
一
年
一
月
十
三
日
木
曜
日
午
後

所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
階
一
号

穂
会
準
備
の
件

会
費
改
正
の
件

会
員
証
発
行
に
関
す
る
件
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＾ 

時
よ
り
理
事
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
東
宝
演
劇
部
長
よ
り
の
書
簡

照
明
設
計
料
の
最
低
保
障
歩
率
制
採
用
に
関
し
て
二
月
よ
り

実
施
す
る
旨
と
の
通
告
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

以

上

（
三
時
四
十
分
閉
会
）

一

ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
編
集
方
針
の
原
則

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
舞
台
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
照
明
家
が
、

常
識
と
し
て
知
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
を
、

整
理
し
体
系
付
け
て
、
必
要
に
際
し
て
利
用
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
集
す
る
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
基
礎
と
実
際
と
に
分
け
る
が
、
舞
台
照
明
の
要
素
に

は
芸
術
的
要
索
と
技
術
的
要
素
が
あ
る
と
思
う
の
で
荼
礎
編

の
項
目
を
芸
術
的
な
部
分
と
技
術
的
な
部
分
に
分
け
て
記
述

す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
照
明
家
が
常
に
常
識
と
し
て
知
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
程
度
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
、
基
礎
の
項
目
に
お
い
て

も
で
き
る
だ
け
実
際
に
必
要
な
部
分
の
記
述
に
と
ど
め
一
層

深
く
研
究
す
る
必
要
に
応
ず
る
た
め
に
は
参
考
文
献
な
ど
を

附
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

項

目
H
総
論
舞
台
の
意
義

-

T

V
に
も
言
及
し
て
舞
台
の
概
論
を
述
べ
綜
合
芸
術

の
中
で
照
明
の
し
め
る
位
置
等

二
舞
台
照
明
の
歴
史

様
式
の
変
化
。
設
備
や
器
具
の
発
達
。
技
術
の
進
歩

等。

T
V
照
明
の
発
達

口
華
礎
編
其
の
一

一
演
劇
概
論
（
舞
踊
を
含
む
）

二
色
彩
、
色
と
光
を
感
覚
的
に
取
扱
う

＾ 

―
―
―
照
明
の
形
式

回
基
礎
編
其
の
二

主
と
し
て
技
術
的
要
素
に
関
ず
る
も
の

一
電
気
工
学
（
初
歩
よ
り
電
子
工
学
初
歩
に
及
ぶ
工
事

に
関
し
た
必
要
な
も
の
）

二
照
明
工
学

―
―
ー
テ
レ
ビ
工
学

四

光

学

イ
、
一
般
光
学
口
、
レ
ン
ズ

五
劇
場
舞
台
機
構
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
機
構

六
舞
台
照
明
設
備
一
般
的
な
も
の
（
配
電
盤
・
覇
光
装

置
等
）

七
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
照
明
設
備

八
照
明
器
具
（
す
べ
て
の
照
明
器
具
個
々
に
つ
い
て
原

理
、
性
能
を
述
べ
る
）

九
照
明
用
材
料

十
測
定
器
具
の
取
扱
方
法

国
実
際
編
其
の
一

舞
台
照
明
に
関
す
る
も
の

一
心
構
え

二
舞
台
照
明
設
計

―
―
―
仕
込
み
（
準
備
）

四
操
作
（
進
行
を
含
む
）

五
設
備
の
保
守
（
取
扱
管
理
）

固
実
際
編
其
の
二

テ
レ
ビ
照
明
に
関
す
る
も
の

因
舞
台
、
テ
レ
ビ
用
語
（
照
明
に
関
す
る
も
の
）

旧
関
係
法
規

昭
和
四
十
一
年
元
旦

日
本
照
明
家
協
議
会

関

西

照

明

家

協

会

中
部
舞
台
照
明
家
協
会

（
順
不
同
）

．
 

謹

賀

新

年
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先
日
古
雑
誌
類
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
三
、
四
年
前

の
美
術
手
帖
が
出
て
来
た
の
で
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

と
と
の
え
て
い
る
と
、
そ
の
一
冊
か
ら
、
見
落
し
て
い

た
一
寸
面
白
い
評
論
を
見
付
け
、
つ
い
つ
い
片
付
け
物

の
手
が
遅
れ
て
仕
舞
っ
た
。

「
近
代
建
築
の
運
命
」
と
題
し
た
建
築
評
論
家
、
佐

々
木
宏
氏
の
小
論
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
近

代
建
築
、
特
に
一
九
泄
紀
末
よ
り
、
現
代
に
か
け
て
の

所
謂
建
築
家
の
「
作
品
」
と
称
す
る
幾
多
の
傑
作
が
最

近
次
々
と
破
壊
さ
れ
て
仕
舞
う
こ
と
か
ら
、
す
で
に
建

築
は
、
現
代
に
於
て
、
絵
画
や
彫
刻
と
異
り
、
「
美
的

表
象
」
以
外
の
面
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
設
計
者
に
と

っ
て
は
「
作
品
」
で
あ
り
、
建
築
雑
誌
や
、
建
築
史
家

建
築
評
論
家
に
と
っ
て
も
「
美
的
表
象
」
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
に
大
き
な
関
心
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
設

計
依
頼
者
や
、
所
有
者
に
と
っ
て
は
「
財
産
」
で
あ

り
、
「
生
活
空
間
」
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
美
術
史
や
、
建
築
史
に
残
っ
た
古
い
建

築
の
様
に
、
宗
教
建
築
や
支
配
階
級
の
城
館
の
如
き
モ

色

の

周

辺

③

^ 
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
デ
イ
レ
ッ
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
温

床
に
は
な
り
得
な
い
…
…
と
論
じ
て
い
る
点
が
、
大
変

に
興
味
深
か
っ
た
。

サ
ル
ト
ル
が
「
未
来
派
建
築
宣
言
」
の
中
の
一
節
で

「
建
築
の
差
本
的
性
格
は
消
費
的
で
、
一
時
的
な
も
の

に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
各
々
の
世
代
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都

市
を
創
造
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
…
・
:
」
と
い
み
じ
く

も
予
見
し
た
通
り
の
出
来
事
が
、
今
毎
日
、
批
界
中
の

都
市
で
実
現
し
て
い
る
。

私
達
の
周
辺
の
古
い
建
築
物
は
次
々
と
破
壊
さ
れ
、

そ
こ
で
新
し
い
姿
を
ま
た
次
々
に
表
し
て
い
る
こ
と
は

特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
た
こ
の
東
京
で
は
最
近
著

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
の
社
会
的
機
能
や
、
生
活
空
間
に
即
応
し

得
る
技
術
的
革
新
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
毎
日
毎
日
そ
れ
自

体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
っ
て
、
早
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

昨
日
の
最
新
作
は
、
今
日
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
な
る
運
命
を

待
っ
て
い
る
様
な
こ
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
と
も

す
れ
ば
自
分
を
見
失
う
程
だ
。

毎
年
無
理
や
り
に
選
定
さ
れ
る
流
行
色
も
、
衣
服
業

者
の
商
魂
か
ら
出
た
も
の
だ
け
れ
ど
、
否
応
な
し
に
大

量
生
産
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
色
彩
の
氾
濫
は
、
信
じ
ら
れ

な
い
早
さ
で
、
一
般
の
人
々
の
中
に
滲
透
し
て
い
く
。

そ
こ
で
、
次
の
流
行
色
が
、
ワ
イ
パ
ー
の
様
な
鋭
さ
と

正
確
さ
で
、
今
ま
で
の
色
を
拭
い
去
り
、
新
し
い
色
を

塗
り
こ
め
て
い
く
。

絵
画
も
、
文
学
も
、
音
楽
も
、
今
の
時
代
で
は
何
一

っ
、
中
世
に
あ
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
力
強
さ

を
植
え
つ
け
る
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
の
世
界

に
ま
で
、
プ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
う
な
り
を
上
げ
て
地
な
ら

し
し
て
い
る
様
だ
。

技
術
革
新
に
依
る
機
械
設
備
の
進
歩
発
展
は
、
新
し

い
性
能
、
そ
の
機
能
に
即
し
た
意
匠
の
変
化
を
、
め
ま

ぐ
る
し
く
求
め
、
同
時
に
均
一
化
さ
れ
た
生
活
布
間
を

規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
今
に
、
団
地
や
ア
パ
ー
ト
の
群
立
と
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
氾
濫
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
、
恐
怖
に
か
ら
れ
る
の

だ
。
建
築
と
い
う
、
い
わ
ば
今
ま
で
の
常
識
で
は
半
恒

久
的
な
も
の
で
さ
え
、
短
い
月
日
で
、
次
々
と
時
代
に

即
応
し
た
新
し
い
機
能
と
意
匠
を
求
め
て
新
陳
代
謝
さ

れ
て
い
く
と
い
う
事
実
は
、
私
達
の
思
索
の
場
さ
え
、

常
に
眼
新
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
力
が
、
す
ぐ
傍

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。

同
じ
家
に
住
み
、
同
じ
食
物
を
食
べ
、
同
じ
色
の
衣

服
を
着
て
、
同
じ
時
間
に
働
き
、
同
じ
時
間
に
寝
る
人

々
の
集
り
が
、
ど
ん
な
に
恐
怖
に
み
ち
た
も
の
で
あ
る

か
は
、

S
F
小
説
の
読
み
過
ぎ
で
な
く
と
も
感
じ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
個
が
っ
く
り
出
し
た
群
で
あ
り
、
群
が
つ
く

り
出
し
た
よ
り
大
き
な
「
か
た
ま
り
」
で
あ
っ
て
も
、

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
「
か
た
ま
り
」
の
中
に
、
自
分
自

身
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
失
う
こ
と
な
く
生
き
て
い
き
た

い
も
の
だ
。
書
架
の
整
理
は
時
に
思
い
が
け
な
い
発
見

を
す
る
。
偶
然
出
て
来
た
雑
誌
か
ら
、
お
か
し
な
文
明
恐

怖
論
が
飛
び
出
し
た
の
も
秋
の
夜
長
の
せ
い
だ
ろ
う
。

先
ず
は
至
ら
ぬ
筆
を
謝
し
て
、
今
回
の
稿
を
終
ら
せ

て
頂
く
。

ヘ
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”
照
明
設
計
料
”
最
低
保
証
歩

率
制
二
月
よ
り
実
施

ニ
ュ
ー
ス
三
十
四
号
に
て
お
知

ら
せ
の
東
宝
の
照
明
設
計
料
、

脚
本
料
、
演
出
料
、
音
楽
効
果
料

の
歩
率
制
は
二
月
よ
り
実
施
さ

れ
る
と
東
宝
演
劇
部
長
菊
地
満

寿
氏
の
名
で
通
知
が
あ
っ
た
。

当
協
会
に
て
は
第
一
演
劇
部
、

第
二
演
劇
部
が
同
じ
様
に
実
施

さ
れ
る
の
か
、
協
議
す
る
際
、

質
間
す
る
予
定
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
度
・
演
劇
年
鑑
に

資
料
提
出

日
本
演
劇
協
会
よ
り
四
十
年
度

演
劇
年
鑑
編
集
に
関
し
資
料
提

供
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
協
会
と
し
て
は
、
名
簿
、

ニ
ュ
ー
ス
、
会
報
を
事
務
局
に

提
出
し
た
。

”
悲
劇
喜
劇
”
復
刊早
川
書
房

十
二
月
一
日
新
年
号
と
し
て
尾

崎
宏
次
、
戸
板
康
二
両
氏
を
編

集
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
て
復
刊
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

＾ 
イ
タ
リ
ヤ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
舞
台
照
明
と
歌
舞
伎

ニ
ュ
ー
ス
三
十
一
号
で
お
知
ら
せ
し
た
表
題
の
遠
山

静
雄
氏
の
論
文
は
十
二
月
下
旬
発
行
の
照
明
学
会
誌

に
記
載
さ
れ
た
。

照
明
の
点
か
ら
見
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
劇
場

ニ
ュ
ー
ス
三
十
一
号
で
お
知
ら
せ
し
た
表
題
の
遠
山

静
雄
氏
の
論
文
は
十
一
月
二
十
五
日
発
刊
の
日
本
大

学
芸
術
学
会
”
芸
術
学
”
に
記
載
さ
れ
た
。

な
お
遠
山
氏
の
こ
好
意
に
よ
り
別
刷
を
若
干
戴
き
ま

し
た
の
で
一•
J希
望
の
方
は
事
務
局
阿
部
迄
お
申
込
下

さ
い
。
ま
た
こ
の
表
題
と
、
脚
光
諭
（
日
本
大
学
芸
術

学
会
”
芸
術
学
”
九
号
掲
載
）
は
遠
山
氏
の
ご
好
意

に
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
に
転
載
致
し
ま
す
の
で
会
員
の
皆

様
の
ご
精
読
を
の
ぞ
み
ま
す
C

花
柳
寿
楽
襲
名

花
柳
錦
之
輔
が
寿
楽
を
襲
名
。
長
男
克
巳
が
錦
之
輔

を
襲
名
の
通
知
が
あ
っ
た
。

関
西
照
明
家
協
会
だ
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
三
四
号
よ
り

理
事
会
十
月
十
三
日
（
第
二
回
）

議
題
一
、
会
員
証
発
行
の
件

一
、
臨
時
人
件
費
の
件

一
、
会
費
未
納
者
督
促
の
件

一
、
日
本
照
明
家
協
議
会
会
報
の
件

理
事
会
十
一
月
十
六
日
（
第
三
回
）

定
数
な
ら
ず
流
会

--- " ---—--.—-----····--··-
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舞台電源

調光機

相模原市民会館落成（前頁平面図参照）

所 在 相模原市中央3丁目13番15号 ‘9じ，話 (0427)52 • 4710代及

旧鉄横浜線相模原駅下車数分

小田急 相模大野よりバス有り（タクシー約400円）

間 口（プロセニアムアーチ） 10間半

奥行（有 効） 6間

翡 さ（プロセニアムアーチ） 4間半

袖暮、カスミ幕、中割幕、バック幕はすべてえんじ色その他は舞台

略図参照

定員 1559人

（中仕切カーテンにより 800人にすることも可能）

単相三線 600A 

丸茂電機UF型 (3KVAX6、4KVAx4)x4段合計40本選択プラ

グ盤ジャック穴3KVA用2穴、 4KVA3穴 プリセット盤あり

回 路

花道フットライト 上・下共（各60W24灯xzcir.i）使用時取付
フットライト 4 (60W24灯x4cir.i) 

No.lボーダーライト 4 （上下別150W24灯x4cir.¼) 

No.lエリアライト 4 （各T型3ケロ）

No.2ボーダーライト 4 （上下別150Wl8灯x4cir.¼) 
No.2ボーダコンセント 4 （各T型2ケロ）

ァッパーホリゾントライト 4 （上・下別200W15灯x4cir.¼) 
No.3ボーダライト 4 （上・下別lSOWlS灯x4cir.¼) 

シーリングライト 6（各回路共1KWTHX2内3回路は3色式マグノカラー付）

2Fフロント上．下共 3（各吊lKWSFNX3~2cir.)置1KWTHX2 (lcir.)) 

3Fフロント上．下共 3（各吊!KWSF N x 3(2cir.)置1KWTHX2(lcir.)) 

ギャラリーコンセント 上．下共 3（各T型1ケロ）

フロアーコンセント 20(（各A型30Alケロ）位置は略図参照

分数はゼラチンの大きさ

左記以外の器具

ロアーホリンゾントライト (100W20丈fX 3cir.1/s) 
ストリップライト (6尺60W4大Jx2cir.x }) 
lKW CD-8 （平凸レンズ 8吋）

lKW EC （ステップレンズ 8吋）

lKW S FN （フレンネルレンズ 8吋）

SOOW DF （フレンネルレンズ 6吋）

SOOW Tl （平凸レンズ 4. 5叶）

300W F P （フレンネルレンズフットスポット用）

lKWプロジヱクタースボット

ハイスタンド

ロースタンド

4

6

6

0

8

6

2

2

2

2

 

ヱフヱクトマシーン 2 

リップルマシーン 2 

先玉 2吋、 4吋、 6吋、 10吋、 12叶 各2

ボーダーライト用ハンガー 20 

ビンアークポットライト 客席用最後部上方上下に各 1

ソフトアークスポットライト 3F フロント上下に 各1

註◇No.3ボーダーライトは最奥部にあり、ホリゾントカーテンに近す

ぎるため反響板用照明以外の使用は無理

◇No.lボーダーコンセントはスイツチ、コンセント共に未配線

◇No.2ヱリアライトは未設置

◇客席不滅灯のスイツチが客席用主幹盤に入りきらなかつたために

プリセット盤に入ついる

◇A型プラグ付キャップタイヤーは豊富にあるが、延長コードの類

が全くない。

◇照明の係員は専任の方が居られないために現在4人の方がまわり

もちで操作をしているようです。

◇以上簡単に紹介しましたが概して明るい劇場といえます。

ASG• 石井啓友

l 
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翠奎ごI霙； i!磁翠攀 芽攣覇i雲宣'
- N ^場変 産^

＾ー＾一 台更原
松五文のら芹台東 一経
竹九京五売ッ東区 八

ホ

ツ公号ホ大区西 七 I 

足都会 ］田浅浅 番と
立住堂ル区草草 地所
区十ッツ中一三 の沢
足六世千央丁丁 四市
立の田 葉八目目 五大
ー五ケ市丁二十 字
ノ0谷黒目十七 下
一五区砂三五番 安
天号下二八番十 松
ノ馬丁番五八 字
ニー目一号号 下
の十号 ．川

(10) 
寸
西
林
正
美

駿
府
会
館
よ
り
静
岡
公
会
堂
へ

静
岡
公
会
堂
よ
り
駿
府
会
館
へ

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

＾ 

E.T務
T
局
ー
ー
一
通
一
信
ー
・

i
 

9
9
9
9
,

＇
|
i
 

新

入

会

員

紹

介

（

敬

称

略

順

不

同

）

プ
落
合
武
文
（
産
経
ホ
ー
ル
）
台
東
区
浅
草
千
束
二
丁

目
十
七
番
二
号

昭
和
三
十
六
年
松
崎
照
研
に
入
所
、
三
十

九
年
―
―
一
月
産
経
ホ
ー
ル
照
明
係
に
勤
謗
、

現
在
に
至
る

（
国
際
劇
場
）
横
浜
市
港
北
区
太
尾
町
一

三
六
三
番
地

東
栄
電
設
k

k
に
て
三
十
七
年
十
二
月
迄

電
気
工
事
に
従
事
。
三
十
八
年
一
月
よ
り

国
際
劇
場
電
気
係
に
勤
務
現
在
に
至
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
充
実
に
つ
い
て

協
議
会
々
報
が
一
年
一
回
の
発
刊
の
運
び
と
な
る
現
状

会
員
の
よ
り
緊
密
に
す
る
手
段
の
一
方
法
と
し
て
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
が
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

発
行
す
る
に
し
た
が
い
、
内
容
の
充
実
が
考
へ
さ
せ
ら

れ
、
事
務
局
通
信
で
は
も
は
や
す
ま
さ
れ
な
く
て
、
よ

り
一
層
の
読
ま
れ
る
も
の
と
努
力
し
て
居
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

協
会
員
の
投
稿
も
徐
々
に
ふ
え
て
く
る
も
の
と
思
っ
て

居
り
、
又
連
載
さ
れ
て
お
る
方
々
の
努
力
は
並
大
低
の

も
の
で
な
い
と
思
い
、
逐
々
、
さ
い
そ
く
が
云
い
そ
び
れ

て
し
ま
う
現
状
で
す
。
こ
こ
で
相
談
し
た
結
果
、
今

迄
、
発
表
さ
れ
た
論
文
等
で
、
我
々
が
あ
ま
り
目
に
触

れ
ぬ
処
に
あ
る
の
を
探
し
て
転
載
す
れ
ば
、
記
事
の
充

実
及
び
計
画
も
立
つ
の
で
、
早
速
三
十
六
号
よ
り
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
別
頁
で
お
知
ら
せ
し
た
”
遠
山

氏
の
照
明
の
点
か
ら
見
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
劇
場
、

脚
光
論
、
照
明
三
十
五
年
（
演
劇
界
一
年
間
連
載
）
イ

タ
リ
ヤ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
舞
台
照
明
と
歌
舞
伎
”
”
青

木
久
氏
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
”
等
と
手
元
に
置

か
れ
て
居
る
だ
け
で
も
一
年
間
の
資
料
と
な
り
、
東
芝

の
瀬
川
氏
の
講
座
も
十
回
位
の
連
載
と
な
り
、
田
中
氏

の
日
舞
の
定
式
も
愈
々
本
論
に
入
る
処
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
計
画
を
た
て
ま
す
と
、
図
も
写
真
も
多
く

な
り
、
字
数
も
増
え
る
の
で
八
頁
を
十
頁
に
し
、
組
方
も

変
え
も
っ
と
詰
め
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
協
会
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
と
ご
支
援

が
戴
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

＾ 
私
達
の
協
会
も
発
足
以
来
満
十
年
に
な
る
。
こ
の
機
会

に
一
度
発
足
当
時
を
振
返
つ
て
協
会
の
目
的
に
つ
い
て

考
え
て
見
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
則
に
は
、
こ
の
協
会
は
、
照
明
技
術
と
技
術
者
の
地
位

向
上
を
図
り
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
福
利
を
増

進
す
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。
と
書
か
れ
て
い

る
。
十
年
た
っ
て
も
こ
の
目
的
に
変
り
は
な
い
と
思

う
。
そ
し
て
今
年
も
こ
の
目
的
に
向
っ
て
進
む
こ
と
が

協
会
の
仕
事
だ
と
思
う
が
、
目
的
達
成
に
は
会
員
一
人

一
人
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
、
技
術
の
向
上
が
な
け
れ
ば
地
位
の
向
上
は
図
り

得
な
い
の
だ
か
ら
先
づ
技
術
の
向
上
に
努
力
し
た
い
と

思
う
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
各
目
が
現
在
の
仕
事
に
責

任
を
果
し
た
上
で
一
歩
づ
つ
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
ま
り
背
の
び
を
す
る
と
技
術
は
身
に
つ
か
な
い
。
背

の
び
の
原
因
ぱ
仕
事
に
対
す
る
軽
視
と
自
信
過
剰
で
あ

る
。
私
達
の
仕
事
は
非
常
に
綿
密
さ
が
必
要
で
あ
る
と

同
時
に
迅
速
さ
も
要
求
さ
れ
る
。
こ
こ
に
経
験
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
熟
練
工
の
尊
さ
が
こ
こ
に

あ
る
。
一
人
一
人
が
現
在
の
仕
事
の
熟
練
工
に
な
れ
ば

地
位
は
お
の
づ
か
ら
向
上
す
る
と
思
う
C

私
達
の
目
的

と
す
る
地
位
の
向
上
と
は
尊
敬
さ
れ
る
照
明
家
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

N

)
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＾ 

一
、
ま
え
が
き

こ
こ
二
、
三
年
の
舞
台
照
明
の
変
貌
は
全
く
瞑
目
の

感
が
あ
り
、
今
や
従
来
の
オ
ー
ト
ト
ラ
ン
ス
式
調
光
は

半
導
体
を
使
用
し
た
純
電
子
回
路
の

S
C
R
調
光
に
置

き
代
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
舞
台
照

明
御
専
門
の
方
々
が
お
集
り
の
本
紙
を
お
借
り
し
て
、

半
導
体
に
よ
る
調
光
方
式
を
御
紹
介
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、
本
稿
が
、
半
導
体
に
よ
る

調
光
方
式
を
御
理
解
戴
く
う
え
の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。

二
、
半
導
体
の
歴
史

半
導
体
の
歴
史
を
真
空
管
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら

表
に
ま
と
め
た
の
が
第
一
表
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
わ

か
り
ま
す
よ
う
に
、
半
導
体
の
理
論
が
形
を
整
え
始
め

た
の
は
一
九
三
一
年
（
昭
、
六
年
）
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
が

生
れ
た
の
は
一
九
四
八
年
（
昭
、
二
十
三
年
）

S
C
R

が
生
れ
た
の
は
一
九
五
八
年
（
昭
、
三
十
三
年
）
の
こ

と
で
、
ご
く
最
近
の
こ
と
と
い
え
ま
す
が
、
半
導
体
の

世
界
に
お
け
る
進
歩
、
改
良
は
ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い

も
の
で
、
現
在
で
も
時
々
刻
々
新
し
い
半
導
体
が
研
究

三
、
良
導
体
・
不
良
導
体
・
半
導
体
・
自
由
電
子

い
ろ
い
ろ
な
物
質
を
電
流
の
通
り
や
す
さ
で
分
け
て

み
る
と
、
銅
線
の
よ
う
に
、
電
流
を
よ
く
通
す
良
導
体

（
単
に
導
体
と
も
い
う
）
と
、
ガ
ラ
ス
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

表 1 半導体の歴史

工ヂソンの白熱球の発明

ゲルマニュームの発見

1879 

1886 

（明・ 12)

（明・ 19)

二極真空管の発明

三極真空管の発明

ゲルマニューム鉱石検波器

1904 

1906 

1915 

四極真空管の発明

五極真空管の発明

半導体の理論

ゲルマニュームダイオード

トランジスタ

SCR•SSS 

1926 

1927 

1931 

1945 

1948 

1958 

（明・ 37)

（明・ 39)

二
（大・ 15)

（昭・ 2)

（昭 •7)

（昭・20)

（昭・23)

（昭・33)

さ
れ
て
お
り
、
明
日
に
で
も
発
表
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

瀬

J II 

泰

東
京
芝
浦
電
気
（
株
）
照
明
回
路
技
術
課

半

導

体

に

よ

る

調

光

（

男

＾ 

`〗□［言



(9) 舞台照明家協会ニュース 昭和41年 1月 1日

あ
り
、
各
々
の
電
子
は
き
め
ら
れ
た
軌
道
の
中
だ
け
を

き
め
ら
れ
た
数
だ
け
回
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
一
番
内

側
の
軌
道
に
二
個
の
電
子
、
次
が
八
個
の
電
子
：

．．．． 
と

い
う
具
合
に
入
っ
て
、
一
番
外
側
の
軌
道
に
は
一
個
だ

け
の
電
子
が
回
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
銅
線
は
銅
の
原
子
が
た
く
さ
ん
寄
り
集
っ
た
も

の
で
す
が
‘
―
つ
の
原
子
の
大
き
さ
は
非
常
に
小
さ
い

も
の
で
す
か
ら
原
子
の
数
は
旭
大
な
も
の
に
な
り
、
さ

ら
に
電
子
の
数
は
そ
の
二
九
倍
も
あ
る
わ
け
で
、
一
っ

の
原
子
の
隣
り
に
は
他
の
原
子
あ
り
と
い
っ
た
具
合
で

び
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
状
態
に
あ
る
と
き
、
内
側
の
方
の
軌
道
の

電
子
は
相
も
変
わ
ら
ず
せ
っ
せ
と
核
の
ま
わ
り
を
回
っ

て
い
ま
す
が
、
外
側
の
電
子
は
核
か
ら
遠
い
所
に
あ
り

核
か
ら
の
拘
束
力
が
弱
い
の
で
、
と
き
に
よ
っ
て
は
軌

道
か
ら
と
び
出
し
て
隣
り
の
原
子
の
一
番
外
側
の
軌
道

を
回
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。
ま
た
隣
り
へ
遊
び
に
で

か
け
て
留
守
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
え
は
お
向
い
の
電

子
が
遊
び
に
き
て
軌
道
を
占
領
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
番
外
側
の
電
子
は
簡
単
に
あ

っ
ち
こ
っ
ち
へ
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
自
由
に
動
き
ま
わ
る
こ
と
の
で
き
る
電
子

を
自
由
電
子
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
銅
線
の
中
に
は
自

由
電
子
が
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

い
ま
こ
の
銅
線
の
両
端
に
田

H
の
電
圧
を
か
け
る
と

日
の
電
気
を
も
つ
一
番
外
側
の
軌
道
の
自
由
電
子
は
田

動らま道モ場子か気ま ん自の
いぶすにン合はくを一 Vヽ

第2図

てら゜ニドと核わ通方ま
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駿
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静
岡
公
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静
岡
公
会
堂
よ
り
駿
府
会
館
へ

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に

ミ
カ
ド
よ
り
フ
リ
ー
に
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局
ー
ー
一
通
一
信
ー
・

i
 

9
9
9
9
,

＇
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i
 

新

入

会

員

紹

介

（

敬

称

略

順

不

同

）

プ
落
合
武
文
（
産
経
ホ
ー
ル
）
台
東
区
浅
草
千
束
二
丁

目
十
七
番
二
号

昭
和
三
十
六
年
松
崎
照
研
に
入
所
、
三
十

九
年
―
―
一
月
産
経
ホ
ー
ル
照
明
係
に
勤
謗
、

現
在
に
至
る

（
国
際
劇
場
）
横
浜
市
港
北
区
太
尾
町
一

三
六
三
番
地

東
栄
電
設
k

k
に
て
三
十
七
年
十
二
月
迄

電
気
工
事
に
従
事
。
三
十
八
年
一
月
よ
り

国
際
劇
場
電
気
係
に
勤
務
現
在
に
至
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
充
実
に
つ
い
て

協
議
会
々
報
が
一
年
一
回
の
発
刊
の
運
び
と
な
る
現
状

会
員
の
よ
り
緊
密
に
す
る
手
段
の
一
方
法
と
し
て
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
が
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

発
行
す
る
に
し
た
が
い
、
内
容
の
充
実
が
考
へ
さ
せ
ら

れ
、
事
務
局
通
信
で
は
も
は
や
す
ま
さ
れ
な
く
て
、
よ

り
一
層
の
読
ま
れ
る
も
の
と
努
力
し
て
居
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

協
会
員
の
投
稿
も
徐
々
に
ふ
え
て
く
る
も
の
と
思
っ
て

居
り
、
又
連
載
さ
れ
て
お
る
方
々
の
努
力
は
並
大
低
の

も
の
で
な
い
と
思
い
、
逐
々
、
さ
い
そ
く
が
云
い
そ
び
れ

て
し
ま
う
現
状
で
す
。
こ
こ
で
相
談
し
た
結
果
、
今

迄
、
発
表
さ
れ
た
論
文
等
で
、
我
々
が
あ
ま
り
目
に
触

れ
ぬ
処
に
あ
る
の
を
探
し
て
転
載
す
れ
ば
、
記
事
の
充

実
及
び
計
画
も
立
つ
の
で
、
早
速
三
十
六
号
よ
り
始
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
別
頁
で
お
知
ら
せ
し
た
”
遠
山

氏
の
照
明
の
点
か
ら
見
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
劇
場
、

脚
光
論
、
照
明
三
十
五
年
（
演
劇
界
一
年
間
連
載
）
イ

タ
リ
ヤ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
舞
台
照
明
と
歌
舞
伎
”
”
青

木
久
氏
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
”
等
と
手
元
に
置

か
れ
て
居
る
だ
け
で
も
一
年
間
の
資
料
と
な
り
、
東
芝

の
瀬
川
氏
の
講
座
も
十
回
位
の
連
載
と
な
り
、
田
中
氏

の
日
舞
の
定
式
も
愈
々
本
論
に
入
る
処
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
計
画
を
た
て
ま
す
と
、
図
も
写
真
も
多
く

な
り
、
字
数
も
増
え
る
の
で
八
頁
を
十
頁
に
し
、
組
方
も

変
え
も
っ
と
詰
め
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
協
会
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
と
ご
支
援

が
戴
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

＾ 
私
達
の
協
会
も
発
足
以
来
満
十
年
に
な
る
。
こ
の
機
会

に
一
度
発
足
当
時
を
振
返
つ
て
協
会
の
目
的
に
つ
い
て

考
え
て
見
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
則
に
は
、
こ
の
協
会
は
、
照
明
技
術
と
技
術
者
の
地
位

向
上
を
図
り
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
福
利
を
増

進
す
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。
と
書
か
れ
て
い

る
。
十
年
た
っ
て
も
こ
の
目
的
に
変
り
は
な
い
と
思

う
。
そ
し
て
今
年
も
こ
の
目
的
に
向
っ
て
進
む
こ
と
が

協
会
の
仕
事
だ
と
思
う
が
、
目
的
達
成
に
は
会
員
一
人

一
人
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
、
技
術
の
向
上
が
な
け
れ
ば
地
位
の
向
上
は
図
り

得
な
い
の
だ
か
ら
先
づ
技
術
の
向
上
に
努
力
し
た
い
と

思
う
。
具
体
的
に
云
え
ば
、
各
目
が
現
在
の
仕
事
に
責

任
を
果
し
た
上
で
一
歩
づ
つ
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
ま
り
背
の
び
を
す
る
と
技
術
は
身
に
つ
か
な
い
。
背

の
び
の
原
因
ぱ
仕
事
に
対
す
る
軽
視
と
自
信
過
剰
で
あ

る
。
私
達
の
仕
事
は
非
常
に
綿
密
さ
が
必
要
で
あ
る
と

同
時
に
迅
速
さ
も
要
求
さ
れ
る
。
こ
こ
に
経
験
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
熟
練
工
の
尊
さ
が
こ
こ
に

あ
る
。
一
人
一
人
が
現
在
の
仕
事
の
熟
練
工
に
な
れ
ば

地
位
は
お
の
づ
か
ら
向
上
す
る
と
思
う
C

私
達
の
目
的

と
す
る
地
位
の
向
上
と
は
尊
敬
さ
れ
る
照
明
家
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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